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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本列島における後期旧石器文化成立の一端を解明するため、最終氷期における
列島への北からの移住史について、考古学・形態人類学の両面から探求した。結果、最終氷期最盛期は、2万6千年前に
位置づけられる剥片石器群と石刃石器群、さらに、2万6千年前～2万2千年前に位置づけられる可能性のある細石刃石器
群の両者が存在することを明確化できた。加えて、この時期にトランスバイカルは無人の地となっている可能性が判明
し、またその前後にも共通する石器群が確認されていないことから、北海道が最終氷期最盛期の現生人類の避難地であ
るという位置づけは変更を要しない。

研究成果の概要（英文）：The present research discussed the process of appearance of Upper Paleolithic in 
Japanese Archipelago, through examine the northern route for the first modern human in the Last Glacial 
from Archaeological and Anthropological point of views. Hunter-Gatherer were targeted group mammals that 
inhabited cold grass-land and open forests during the LGM, particularly about 26,000-22,000 cal yr BP. 
However, the change at the LGM was not just a replacement of the small flake industry by microblades, but 
a divergence of the Flake-based, Blade-based, and Microblade-based toolkits.
In addition with these result, the late Pleistocene radiocarbon chronology of the Transbaikal to conclude 
that humans completely abandoned the area between 25,000 and 22,000 cal yr BP, suggested us Hokkaido to 
serve as a refuge and the origin of microblade technology.

研究分野： 考古学
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１．研究開始当初の背景 
過去２０年間の研究の進展により、現生人

類（ホモ・サピエンス）はアフリカで進化し、
最終氷期にユーラシア・オーストラリア・南
北アメリカ大陸へと拡散していったことが
明らかになってきた。旧石器時代の日本列島
へのサピエンスの移住史も、この文脈の中で
捉えなくてはならないが、その実態について
まだ不明な点が多い（佐藤他 2011；海部
2005；出穂 2010 等）。 
北海道には、2 万年前頃にシベリアと共通

する細石刃文化が展開し始めることが確実
である一方、それ以前から北海道には本州と
共通する石器技術をもつ後期旧石器時代人
がいたことも判明してきた（ Izuho and 
Takahashi, 2005）。しかし、両者の起源と変
化のプロセスについては、なお不明な点が多
い。同時代の現生人類の移動や適応の実態は，
世界の他の地域でもやはりこれまで想定し
ていたような単純なシナリオではなく，各地
の生態系の変化と関連して、非常に複雑で多
様なものであったことが判明しはじめてお
り、その解明が大きな課題となっている。 
日本では、これまで多数の発掘調査が行わ

れ、膨大な遺跡データが蓄積されているが、
人類生態系及び行動論的な視点から現生人
類の移住・適応を総合的に考察する試みは、
あまりなされてこなかった。 
このような研究背景の中で、申請者らのグ

ループは、平成 18～22 年度の 5 カ年で、総
合地球環境学研究所計画研究「日本列島にお
ける人間-自然相互関係の歴史的・文化的検
討」（略称：地球研プロジェクト）において、
後期旧石器時代の人類生態系史を復元する
ための基礎的研究を展開してきた。 
この研究では、現生人類が日本列島に到達

した 4～3 万年前に北海道から九州まで温帯
生態系に適応した文化が分布すること、約 2
万年前の最終氷期最盛期には、本州には温帯
から冷温帯の生態系に適応した森林型の狩
猟文化が、北海道には寒帯の生態系に適応し
た草原型の狩猟文化が展開していたことが
明確になった。動植物相と石器群の変遷が対
応していたという人間-環境系に関する初歩
的ではあるが，着実的な成果をもたらすこと
ができた（佐藤他 2011）。この研究は、今日
のデータを最大限駆使して現生人類の移住
史を学際的な観点から復元を試みた目的的
な研究であったが、同時に現状のデータの弱
点なども少なからずあることが浮き彫りと
なったため、それらの点を踏まえた研究が今
後の課題として残された。 
２．研究の目的 
本研究は，日本列島における後期旧石器文

化成立の一端を解明するため、最終氷期にお
ける列島への北からの移住史について、考古
学・形態人類学の両面から探求する。そのた
めに、(1) 約 3 万年前に北海道に展開した、
本州と高い共通性を有する台形様石器群と、
約 2 万年前に展開する、シベリアと高い共通

性を有する剥片石器群、石刃石器群、及び細
石刃石器群の展開を、①遺跡毎の地質編年を
用いてさらに年代を絞り込み、②遺跡の立地
分析及び石器分析から狩猟採集民集団の行
動論的説明を行い、(2)これをシベリア南東
部・中国北東部・モンゴルの考古資料との比
較し、さらに(3)日本・中国・モンゴルから知
られている後期更新世～完新世前半期の人
骨化石の詳細な形態学的比較解析を実施す
る。 
３．研究の方法 
(1)環日本海北部地域の文化的証拠の考古学
的検討 
主たる研究対象地域である北海道の後期

旧石器時代前半期遺跡の発掘調査資料・研究
資料を集成・分析し、行動論的研究が可能な
遺跡をまず抽出する。 
次に、すでに精度の高い調査データが公表

されている北海道の遺跡について、優先的に
分析を行う。約 3万年前の本州と共通する石
刃・台形様石器群である帯広市川西 C遺跡や
同市若葉の森遺跡等と，約 2万年前までに出
現するシベリアと共通する細石刃石器群で
ある千歳市柏台1遺跡および上士幌町嶋木遺
跡を対象とする。 
また、北海道上士幌町嶋木遺跡の層位的条

件に恵まれた当該期の地質編年と遺跡内行
動の復元にとって非常に重要な遺跡である
ことから、発掘調査を実施して分析を行う。 
その上で、北海道の最終氷期最盛期に位置

づけられる遺跡について，遺跡立地及び石材
消費パターン分析を行い，石器石材調達地点
と遺跡からの距離，想定される移動経路やパ
ターンなどを考慮した石材消費戦略を復元
する。その比較対象として，国内では東北北
部，国外では海外研究協力者の協力を得て，
ロシア沿海地方、トランスバイカルおよびモ
ンゴル地域を設定する。 
(2)日本列島及びモンゴルの人類学的証拠の
形態解析 
現生人類の渡来について人骨化石から検

討するために、列島内および列島周辺アジア
諸地域から出土している更新世人骨の比較
解析を行う。国外の比較資料として、モンゴ
ルの資料を解析する。 
(3)人類生態系史の復元 

既存研究で得られたデータに本申請研究で
新たに検討したデータを加えて、考古学・形質
人類学・遺伝学および古環境学の視点からそれ
ぞれ検討・統合し、北方ルートから日本列島へ
の現生人類の最初の渡来年代を明らかし、旧石
器時代の列島への渡来が重層的であったという
仮説を検証し、それぞれのルートにおける地理
環境上の特色あるいは制約を比較し、それらが
列島の旧石器社会の文化的多様性に及ぼした
可能性について、検討する。 
 



４．研究成果 
(1)環日本海北部地域の文化的証拠の考古学
的検討 
本申請研究で以下の点を明確にすること

が出来た。 
・最終氷期最寒冷期に位置づけられた嶋木遺
跡、川西 C遺跡、南町 2遺跡、丸子山遺跡の
地質年代がすべて 2万 6千年前に集中するこ
と、一方で柏台 1遺跡は 2万 6千年から 2万
2 千年前の年代値を示し、更なる検討が必要
であること。 
・最終氷期最盛期よりも古く石器群の諸特徴
の点で本州と高い共通性が指摘されている
若葉の森遺跡の年代値は 2 万 8 千年前から 3
万 3千年前よりも新しくはならないことを確
認できた。 
・嶋木遺跡の年代は 2万 6千年前の可能性が
高いが、石器集中の埋没後過程の空間分布を
定量的に分析し、また炭化物の年代測定を追
加してさらに検討が必要であること。 
・最終氷期最盛期の石刃石器群、剥片石器群、
細石刃石器群（蘭越型細石刃核を組成する）
は、2 万 6 千年前の遺跡機能の相異の結果と
想定可能であった。とりわけ石刃石器群と剥
片石器群は、遺跡立地、石器多様度、および
石器リダクションの検討から、補完的な関係
にあることが判明した。いっぽうで、細石刃
石器群は、年代が若干新しくなる（2 万 2 千
年前）可能性を残しており、また石器群は単
独でより完結的な特徴を有することから、石
刃石器群及び剥片石器群の石器群間変異と
は補完的ではない可能性が残された。これは
例えば、異なる狩猟行動を展開する別の集団
によって遺された可能性がある。 
・モンゴル北部及び東部では、フィールドワ
ークの結果、最近までに存在が明らかにされ
てきた 4万 5千年から 4万年前に位置づけら
れる大形石刃石器群（IUP 石器群）に加え、
ロシア・トランスバイカルと共通する特徴を
有する最終氷期最寒冷期前に対比されるメ
ルニチノエ石器群（EUP 石器群）、さらには同
じくロシア・トランスバイカルで広く確認さ
れているウスチメンザ型細石刃石器群（LUP
石器群）の存在を確認した。 
・ロシア・トランスバイカルでは、動物化石
の年代測定を 31 点行い、合計 151 点の年代
測定結果を基に、人類居住の有無を検討した。
その結果、およそ 2万 5千年前から 2万 2千
年の間に年代値の欠落する期間があり、人類
居住が途切れる時期があることを明確にし
た。 
(2)日本列島及びモンゴルの人類学的証拠の
形態解析 
・港川人に関する総合的再検討から、アジア
の古い拡散集団（オーストラロメラネシア
ン）に由来する可能性が出てきた。 
・さらに本州縄文人とは異なる形質を持つこ
とから、港川人と本州縄文人とは起源が異な
る可能性があること、さらに琉球列島、本州

（古本州島）、および北海道（古サハリン-北
海道-千島半島）ではそれぞれ異なる起源を
持つ集団が展開した可能性が有るため、列島
の基層集団は重層的と評価できる可能性を
指摘した。 
・モンゴルのサルヒット頭蓋化石は、現生人
類と同定され、周口店上洞など東アジアの現
生人類グループと共通する特徴を有してい
る。 
 (3)人類生態系史の復元 
・北海道では、およそ 3 万年以前の本州と高い
共通性を有する森林型の狩猟文化が展開し、そ
の後、最終氷期最盛期のシベリアと共通する草
原型の狩猟文化が展開するという大きなシナリ
オを追認することが出来た。 
・一方で、最終氷期最盛期は、2 万 6 千年前に
位置づけられる剥片石器群と石刃石器群、さら
に、2 万 6 千年前～2 万 2 千年前に位置づけら
れる可能性のある細石刃石器群の両者が存在
することを明確化できた。剥片石器群と石刃石
器群はトランスバイカルでも共通する特徴を有
する石器群が確認されており、大陸部と共通す
る草原型の狩猟文化と位置づけることが出来
る。 
・2 万 2 千年前まで新しくなる可能性のある蘭越
型細石刃核を伴う細石刃石器群は、草原型の
狩猟文化であるという基本的特徴を持つ一方で、
この時期にトランスバイカルは無人の地となって
いる可能性が判明し、またその前後にも共通す
る石器群が確認されていない。北海道が最終氷
期最盛期の避難地であり、また地質編年が明確
な資料体としては最も古いという位置づけは変
更を要しない。 
・以上の石器群の年代的位置づけと自然環境
の対応関係から見えてきた北方集団の展開過
程は、最近の形質人類学や遺伝学から提示さ
れ始めている人類の移住モデルとも整合的であ
る。一方で、考古遺跡から得たデータは主に狩
猟行動や生業活動の指標とみるべきで、人間集
団の移住やルートを直接に議論するのは、少な
くとも現在のデータ精度では非常に難しい。 
・日本列島の現生人類文化の多様性は、第１に
北方ルートを含めた異なる移住ルートの複
数回に及ぶ流入・流出の可能性が浮上してき
たこと、また面積は狭くとも南北に長くまた
高度変化が大きい島嶼の複雑な自然環境へ
の文化的適応という側面が重層している点
を指摘することが出来た。 
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